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今週のプログラム 

地区セミナー報告 

12：30 

1.点 鐘         会長 佐藤多恵子 

2.ロータリーソング斉唱 

3.幹事報告        幹事 土田 育子 

4.IA 活動報告      

5.出席報告 

6.点 鐘 

会長会長会長会長あいさつあいさつあいさつあいさつ            会長 佐藤多恵子 

皆さまこんにちは。 

厳しい残暑が続いています、久々に皆様の

お元気なお顔が見る事ができてうれしいで

す 

8月 13日鴨川シーワールドで当クラブによ

る「鴨有・房スカ無料化」の署名活動が有

りました、本多さん、三平さん、神定さん、

羽鳥さん、滝口さん、前田さん、倉島さん、

辻さん、土田幹事、暑い中、御協力有難う

御座いました。 

 

 幹事報告幹事報告幹事報告幹事報告                        幹事 土田 育子 

シーワールドもお客様でいっぱいでした

シャチの子供を見に来た方も大勢いたよ

うです、またそのあとには、前田さんのご

厚意で館内の見学をさせて頂きました、シ

ャチの子供がとても可愛くて癒されまし

た、いきものすべて子供のうちは本当に可

愛いですね、 

8月 29日土田幹事と二人で、東京ロータ

リークラブにメーキャプの申込みをしま

した。鴨川市、及び鴨川ロータリークラブ

の認知度の向上をはかってきたいと思い

ます。 

残暑きびしきおり、どうぞお体をおいとい

くださいますようお願い申しあげまして

会長挨拶と致します。 

 

 



    

IAIAIAIA活動報告活動報告活動報告活動報告文理開成高等学校インターアクトクラブ    

○米村でんじろうサイエンスプロダクションよ

りご案内が届きました 

○東京ロータリークラブ様よりお返事と例会出

席のお誘いを頂きました 

○地区大会における選挙人選出のお願い 

○第 2回インターアクトクラブ合同会議開催の

案内 

○富津ロータリークラブ様より例会会場変更の

お知らせ 
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氏 名 メッセージ 

鈴木  敦 IA 年次大会 

 佐藤 多恵子 署名活動 

土田 育子 長女結婚 

◎◎◎◎出席報告出席報告出席報告出席報告                    

例会日 会員 免除 出席 MU 出席率 

8/21 32 3 18 6 80％ 

8/7 32 3 17 6 確定 72％ 

 

 

 ８月２０日に東海大望洋高校で開催されました、

インターアクト年次大会の模様について報告いた

します。 

 まず、鈴木敦さんの取り計らいで、鴨川ロータリ

ークラブより、インターアクトクラブの旗をお作り

いただきまして、感謝申し上げます。 

 さて、年次大会は「今日から明日へ」というテー

マで開催され、午前中は今日から私たちにできるこ

とという講義がありました。 

 その中で、老人のアンケートが紹介されました

が、心の支えは何ですかという問いに対して、家族

ですというのが主な回答だったのですが、家族が誰

もいないという回答が 2.7％ありました。 

 こういう方々が孤独死を迎えるという危険にあ

るわけですが、待っているだけでは、何も繋がらな

い、社会システムとして考えていかなければならな

い大きな問題だと感じました。 

 そして午後からは巨大絵画を作成しましたが、こ

の活動を通じて、はじめての生徒たちと短時間に心

が通じ合うことができました。 


